
特 別 資 料 展

八上郡曳田村（現鳥取市河原町曳田）生まれ。雑誌『文庫』

を中心に活躍し、河井酔茗、横瀬夜雨、与謝野鉄幹等の文学

者と交流を深めました。1906年に詩集『孔雀船』出版の後は

詩作を絶ち、医師としての仕事のため浜田、大分、台湾、京都、

三重を転々としたことや、代表作「漂泊」から、「漂泊の詩人」

とも呼ばれます。「安乗の稚児」など、海を題材とした詩も

多く残しています。

　本展示会では、伊良子清白の遺した日記、原稿や写真によ

り、その生涯と作品に迫ります。

伊良子清白 1877 ～ 1946
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会　　場会　　場 鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室
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海 を 愛 し た 詩 人

鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室

会期中10月31日（月）、11月10日（木）は休館日

入場
無料

県民カレッジ連携講座

講演／「伊良子清白の詩と生涯」
講師／井上嘉明氏（鳥取県現代詩人協会会長）

日時

会場

内容

11月５日（土）午後２時～午後４時
郷土文化講演会　関連

事業

鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室鳥取県立図書館 ２階 特別資料展示室

「孔雀船」初版本

鳥取県立図書館　２階　大研修室

聴講
無料

【手話通訳あり】

鳥取県立図書館主催・お問い合わせ 〒680－0017 鳥取市尚徳町101
電話（0857）26－8155　ファクシミリ（0857）22－2996



郷土出身文学者シリーズ5

伊良子清白
好評
販売中！

伊良子清白の生涯や作品を分かりやすく紹介した冊子です。

「郷土出身文学者シリーズ」申込書

お問い合わせ・お申込み先
〒680－0017 鳥取市尚徳町101
電　　　　話（0857）26－8155
ファクシミリ（0857）22－2996

電　　　　話＊

ファクシミリ

電子メール

＊住　　　　所 〒 －

送　 付　 先
※上記住所と異なる場合のみご記入ください。

〒 －

氏　　　　名＊
フ リ ガ ナ

＊冊　　　　数 第３巻 田中寒樓　　（１冊315 円）
第４巻 河本緑石　　（１冊500 円）
第５巻 伊良子清白 （１冊500 円）
第６巻 生田長江　　（１冊500 円）
第７巻 尾崎翠　　　（１冊500 円）

冊
冊
冊
冊
冊

＊は必須項目です ※上記の記入項目を明記したものであれば、別様式でも構いません。
※ご記入いただいた個人情報は、「郷土出身文学者シリーズ」の販売目的以外には使用いたしません。

お申込み
手順

①上記申込書を、ファクシミリ・電子メール等で当館へご送付ください。
※電子メールの件名は、「郷土出身文学者シリーズ申込み」としてください。

②当館から冊子とともにお送りする納入通知書により、冊子代金と送料（実費）を納入通知
書裏面記載の金融機関にてお支払いください。

鳥取県立図書館
電子メール toshokan@pref.tottori.jp
ホームページ http://www.library.pref.tottori.jp/

A5 判カラー　53 ページ　定価500 円

「ゆかりの地案内」「略年譜」付




